
里山 × STEAM MINOKAMO2030
未来へ向けた美濃加茂の取組み

合同会社 カモケンラボ
代表社員 加藤 慎康

令和２年７月２８日（火）



自己紹介 加藤 慎康（かとう しんやす）
出身： 名古屋市中川区

年齢：４７歳

成城大学（1992.4）

リンナイ株式会社（1996.4）

起業（2008）

大ナゴヤ大学 学長(2009.9)

名古屋テレビ塔株式会社 まちづくり事業 担当(2013.4)

美濃加茂市 まちづくりコーディネーター（2016.5 〜 現在）

木曽三川電力みのかも株式会社 代表取締役（2019.5 〜 現在）
合同会社カモケンラボ 代表社員（2019.5 〜 現在）
一般社団法人 中濃地域内循環イニシアチブ 理事（2019.12〜）

＜経験など＞
環境省パートナーシップオフィス中部 コーディネーター（2010年）
公益財団法人 あいちコミュニティ財団 理事（2018.6〜2019.5）



（仮称）シンヤス村 令和元年5月よりスタート













３つの領域での活動
現在の
活動

領域

まちづくり
コーディネーター
（美濃加茂市）

木曽三川電力
みのかも株式会社

合同会社
カモケンラボ

大ナゴヤ大学
ファウンダー（創業者）

みのかも定住自立圏
ビジョン懇談会 委員

大ナゴヤ圏 中濃・加茂圏域

・地域（市民）電力
・電気小売り事業
・民間版 地域みまもり支援

・公民連携 ・地域商社
・持続可能な地域をめざす
まちづくりラボ
・はたらき方の多様化支援

・まちづくりコーディネート
・市長・各部署の特務事項

おもな場所：シンヤス村



みのかも定住自立圏

みのかも定住自立圏
マスコットキャラクター
「かも美」「かも丸」

岐阜県美濃加茂（ミノカモ）市 と



里山の活用

耕作放棄地の
再生

CO2排出の
抑制

体験型
ツーリズム

￥￥
￥ 外貨獲得

エネルギー
マネジメント

木曽川流域圏の中流域（＝要）

トランスナショナルなSTEAM人材の育成

エネルギー
地産地消

人口のダム機能



名古屋圏と木曽川流域圏域を
つなぎ持続可能な社会をつなぐ

ため

「地域電力」
と

「まぢつくりラボ」

を立ち上げました。
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地域商社×まちづくりラボ
合同会社カモケンラボ

まちづくりラボ
-行政との連携：インバウンド事業

観光ルートマップ造成
電動アシスト自転車レンタル
外国人市民との協働によるまちづくり観光

総合計画策定などワークショップ運営

公民連携事業
里山×STEAM

若者のチャレンジ支援と再生
-外国人市民との取り組み

・あらたな働き方・暮らし方をつくる
・雇用創出

-公務員のチャレンジ支援

川
ラボ

駅前
ラボ

里山
ラボ

構想中



里山資源を
活用した

先駆的なモデル
MINOKAMO2030



美濃加茂の里山を最先端の学び舎に

里山とそれを取り巻く地域の課題解決と連動した人材育成モデルの構築

里山×STEAM MINOKAMO2030

田園社会イニシアティブ株式会社 / 合同会社カモケンラボ / 一般社団法人グリーンカラープラネット

STEAMとは、Science（科学）、Technology（技術）、Engineering（ものづくり）、Art（芸術）、Mathematics（数学）の
5つの単語の頭文字を組み合わせた造語です。これら5つの領域を重視する教育方針を意味します。

美濃加茂の里山を最先端の学び舎に

里山とそれを取り巻く地域の課題解決と連動した人材育成モデルの構築

里山×STEAM MINOKAMO2030

田園社会イニシアティブ株式会社 / 合同会社カモケンラボ / 一般社団法人グリーンカラープラネット

STEAMとは、Science（科学）、Technology（技術）、Engineering（ものづくり）、Art（芸術）、Mathematics（数学）の
5つの単語の頭文字を組み合わせた造語です。これら5つの領域を重視する教育方針を意味します。



１．当プロジェクトに至った背景

SDGs、ESG投資など世界は持続可能な社会に向け舵を切っている

必要なのは持続可能な循環社会と先端技術がトレードオフではなく共存していく世の中

５年・１０年・その先に求められる人材、両眼を持つ人材の育成が求められるのではないか

人と自然が共存し持続可能なエコシステムを学ぶ最高の教科書として里山や農村を活用

日本は世界も羨む学び場の宝庫（里山・里地：国土の４割、森林：約67%）

先人が時代時代の先端の技術を使い持続可能なエコシステムを築き上げたように

現在の先端テクノロジーをどのように持続可能な地域開発に活かしていくのか

変化が当たり前を前提とした時代を生きる若い世代が常に変化する里山や農村で学ぶこと

日本が有する地域資源の「価値」が実は世界最先端のサスティナブルラーニングになる可能性

美濃加茂市でスタート

１．当プロジェクトに⾄った背景

SDGs、ESG投資など世界は持続可能な社会に向け舵を切っている

必要なのは持続可能な循環社会と先端技術がトレードオフではなく共存していく世の中

５年・１０年・その先に求められる⼈材、両眼を持つ⼈材の育成が求められるのではないか

⼈と⾃然が共存し持続可能なエコシステムを学ぶ最⾼の教科書として⾥⼭や農村を活⽤

⽇本は世界も羨む学び場の宝庫（⾥⼭・⾥地︓国⼟の４割、森林︓約67%）

先⼈が時代時代の先端の技術を使い持続可能なエコシステムを築き上げたように
現在の先端テクノロジーをどのように持続可能な地域開発に活かしていくのか

変化が当たり前を前提とした時代を⽣きる若い世代が常に変化する⾥⼭や農村で学ぶこと

⽇本が有する地域資源の「価値」が実は世界最先端のサスティナブルラーニングになる可能性

美濃加茂市でスタート
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２．「里山✕STEAM in 美濃加茂」（通称：MINOKAMO2030）とは？

⽬指す姿
■小学生から参加でき大人も共に学べるSTEAM人材育成手法の活用
■里山での現場体験を取り入れたアクティブラーニングによる現実的な地域課題解決

アイデアの創出

２つの課題解決PJとSTEAMワークショップを並走

■現実の課題解決活動と教育ワークショップを組み合わせ、座学やアイデア出しのみでと

どまらない、現場と座学が連動する仕組みを構築する

活動⽅針

■「MINOKAMO 2030」を合言葉に、美濃加茂地域の１０年後を見据え、１０年後に２０代である小中高生を主な対象に、大人も一緒にSDG

ｓが目指す持続可能な社会を考え地域課題解決に取り組む実践型の人事育成プロジェクトです。

■里山やそれを取り巻く自然を教室として、その持続可能な仕組みを観察・体験しながら、見つけた「なぜ？」を大切にします（センスオブワン

ダー）。美濃加茂が直面する課題を「知り」、自分ごととして考えるモチベーションにつなげます。その手法として、美濃加茂をミニ地球と見立て

農資源・地域資源の持続可能な循環を学ぶ思考法（バイオスフィアメソッド）を活用します。

■「なぜ？」と農資源・地域資源の持続可能な循環への理解をベースに、企業や大学などが研究・提供している先端技術をかけ合わせた解

決法を考えていきます。社会で使われてる、またはこれから社会に実装される「本物」にこだわります。

（例）里山✕森林保全テクノロジー、里山×農業IT、里山×Maas、里山×地域医療、里山×インバウンド、里山✕エネルギー、里山×防災テ

クノロジー、里山✕６次産業化商品開発、里山×サードプレイスコミュニティ（見守り）、など

■その実現に必要な自分のスキルや知識は何かを考えます。例えばプログラミングは知識ではなく「ツール」として何をどのように学ぶのかを

専門家と共に学びのステップを考えていきます。

持続可能な循環社会と先端技術の活用の両面を実体験の中から考え

地域に還元することができる人材の育成
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２．「⾥⼭✕STEAM in 美濃加茂」（通称︓MINOKAMO2030）とは︖

⽬指す姿
■⼩学⽣から参加でき⼤⼈も共に学べるSTEAM⼈材育成⼿法の活⽤
■⾥⼭での現場体験を取り⼊れたアクティブラーニングによる現実的な地域課題解決
アイデアの創出

２つの課題解決PJとSTEAMワークショップを並⾛
■現実の課題解決活動と教育ワークショップを組み合わせ、座学やアイデア出しの
みでとどまらない、現場と座学が連動する仕組みを構築する

活動⽅針

■「MINOKAMO 2030」を合⾔葉に、美濃加茂地域の１０年後を⾒据え、１０年後に２０代である⼩中⾼⽣を主な対象に、⼤⼈も
⼀緒にSDGｓが⽬指す持続可能な社会を考え地域課題解決に取り組む実践型の⼈事育成プロジェクトです。
■⾥⼭やそれを取り巻く⾃然を教室として、その持続可能な仕組みを観察・体験しながら、⾒つけた「なぜ︖」を⼤切にします
（センスオブワンダー）。美濃加茂が直⾯する課題を「知り」、⾃分ごととして考えるモチベーションにつなげます。その⼿法と
して、美濃加茂をミニ地球と⾒⽴て農資源・地域資源の持続可能な循環を学ぶ思考法（バイオスフィアメソッド）を活⽤します。
■「なぜ︖」と農資源・地域資源の持続可能な循環への理解をベースに、企業や⼤学などが研究・提供している先端技術をかけ合
わせた解決法を考えていきます。社会で使われてる、またはこれから社会に実装される「本物」にこだわります。
（例）⾥⼭✕森林保全テクノロジー、⾥⼭×農業IT、⾥⼭×Maas、⾥⼭×地域医療、⾥⼭×インバウンド、⾥⼭✕エネルギー、⾥⼭
×防災テクノロジー、⾥⼭✕６次産業化商品開発、⾥⼭×サードプレイスコミュニティ（⾒守り）、など
■その実現に必要な⾃分のスキルや知識は何かを考えます。例えばプログラミングは知識ではなく「ツール」として何をどのよう
に学ぶのかを専⾨家と共に学びのステップを考えていきます。

持続可能な循環社会と先端技術の活⽤の両⾯を実体験の中から考え
地域に還元することができる⼈材の育成



⽥園社会イニシアティブ
合同会社カモケンラボ

企画・運営、予算策定・管理
全体スケジュール管理

事務局 自然栽培お米＆農業WG

自然栽培手法お米および
美濃加茂農業グループとの
実証実験

竹チップ防草活用WG

竹チップ由来防草資材の
インフラ活用を実証実験

STEAM WG

⼀般社団法⼈
グリーンカラー・
プラネット

MANDARA手法による
アイデア創出WSを開催

可茂森林組合

アドバイザー例
（調整中）

スマート
農業支援

道路インフラ
維持理の知見

協働関係促進に関する知見

(株)ALT

４．実施体制

令和元年度 令和２年度

・第一回里山STEAMフォーラム（９月３０日）
・第一回里山STEAMラボ（高校での実施）
・企業との連携の動き
（豊田中央研究所・フィリップス・
ネクスコ中日本・NECソリューション）

・第二回里山STEAMフォーラム（日程調整中）
・第二回〜第７回里山STEAMラボ（年６回 市内高校との実施）
・企業誘致（想定）

みのかも
ファーマーズ倶楽部

３．⾥⼭千年構想を起点とした地域の担い⼿⼈材育成とその波及

SDGｓ

⾥⼭
✕

STEAM
Science
Technology
Engineering

Art
Mathematics

×

美濃加茂市

国連気候変動枠組み
条約締約国会議
(直近︓COP25)

⾥⼭・農業・農村の
有する多⾯的機能へ
の理解と保全

担い⼿の育成
先端農業（農業IT）
の推進

農業分野

ESG
（Environment、
Social、Government）

ESD教育・STEAM教育
（２０２０年以降の
教育改⾰）

環境分野

教育分野

Society 5.0
経済分野

企業分野

美濃加茂をパイロット
プロジェクトとした
他地域への波及

各
分
野
へ
の
波
及

MINOKAMO 2030 3

地域の課題を知るきっかけ／⼈材の発掘・育成
研修の受け⼊れ



５．里山×STEAMによるサスティナブル人材育成ステップ

MINOKAMO 2030 5



好奇心を
未来につなぐ
プロジェクト

〜発見の章〜

地域活動・農村環境・里山保全活動への参加

観察・体験・データ収集

〜創造の章〜

正解のない問題を発見し、それについて考え抜く力を養う

分析・思考整理・共有〜発想へ

マンダラメソッド インフォグラフィック

〜実践の章〜

創造をカタチにする力、世界を意識し表現する力を養う

形にする・世の中に出す

レゴを使った里山ロボットプロトタイプの制作 自然観察によるバイオミミクリー 3

好奇⼼を
未来につなぐ
プロジェクト

〜発⾒の章〜
地域活動・農村環境・⾥⼭保全活動への参加

観察・体験・データ収集

〜創造の章〜
正解のない問題を発⾒し、それについて考え抜く⼒を養う

分析・思考整理・共有〜発想へ

マンダラメソッド インフォグラフィック

〜実践の章〜
創造をカタチにする⼒、世界を意識し表現する⼒を養う

形にする・世の中に出す

レゴを使った⾥⼭ロボットプロトタイプの制作 ⾃然観察によるバイオミミクリー 3



６．STEAM手法による課題解決アイデア創出

MINOKAMO 2030 6

STEP１ 社会背景、基礎知識を学習
■マンガ教材を⽤いて、座学で学習

■現場⾒学で課題を⽬視・体験

MANDARA⼿法を⽤いた課題解決アイデア創出
■ワークショップ形式の座学で、解決アイデアを創出
アイデア出し⇒ グルーピングと絞り込み ⇒ 深堀り

■現場⾒学で、アイデアの実現性を⽬視・体験

■解決アイデアのプレゼンと講評

STEP２

【マンガ教材作成】 ALT社担当
【現場視察調整】 ⽥園社会イニシアティブ
【MANDARAワークショップ】

⼀社)グリーンカラー・プラネット

役割
分担

© Presentation Design

６．STEAM⼿法による課題解決アイデア創出

MINOKAMO 2030 6

STEP１ 社会背景、基礎知識を学習
■マンガ教材を⽤いて、座学で学習

■現場⾒学で課題を⽬視・体験

MANDARA⼿法を⽤いた課題解決アイデア創出
■ワークショップ形式の座学で、解決アイデアを創出
アイデア出し⇒ グルーピングと絞り込み ⇒ 深堀り

■現場⾒学で、アイデアの実現性を⽬視・体験

■解決アイデアのプレゼンと講評

STEP２

【マンガ教材作成】 ALT社担当
【現場視察調整】 ⽥園社会イニシアティブ
【MANDARAワークショップ】

⼀社)グリーンカラー・プラネット

役割
分担



７．STEAM手法による課題解決アイデア創出

8

MANDARA × フィールドワーク MANDARAとは

要素分解のフレームワーク
テーマについて、8つの要素をあげ、
さらにその1テーマを８つの要素に分解
⇒ 64個のアイデアを導出

要素同⼠の関連を⾒える化し、アイデアを構造化

ワークショップ参加者の
アイデアを集約

アイデア・要素の
関連を見える化

参加者の意見を集約
したアイデアを創出

MINOKAMO 2030
© Presentation Design

７．STEAM⼿法による課題解決アイデア創出

8

MANDARA × フィールドワーク MANDARAとは

要素分解のフレームワーク
テーマについて、8つの要素をあげ、
さらにその1テーマを８つの要素に分解
⇒ 64個のアイデアを導出

要素同⼠の関連を⾒える化し、アイデアを構造化

ワークショップ参加者の
アイデアを集約

アイデア・要素の
関連を⾒える化

参加者の意⾒を集約
したアイデアを創出

MINOKAMO 2030
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第⼀回「⾥⼭✕STEAM MINOKAMO2030 ラボ」 in 加茂農林⾼校

講座の概要

こ
の
ラ
ボ
で
考
え
た
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
項
⽬

【講座名】第⼀回「⾥⼭✕STEAM MINOKAMO2030 ラボ」in 加茂農林⾼校
【テーマ」⾥⼭（森林）保全の課題 ✕ ＡＩ
【⽇ 時】２０２０年２⽉２０⽇（⽊）
【場 所】岐⾩県⽴加茂農林⾼等学校
【対 象】森林科学科２年⽣の⽣徒40名（男33︓⼥7）
【時 間】5限・6限（13:35〜15:25の100分）
【主 催】⾥⼭×STEAM MINOKAMO2030事務局

⽥園社会イニシアティブ株式会社／株式会社アフレル
合同会社カモケンラボ／美濃加茂市農林課／可茂森林組合

⼀般社団法⼈グリーンカラープラネット／みらいこ株式会社
【来校者】NEXCO中⽇本、京都⼤学天⽂台チーム
【使⽤教材】アフレル、プリファードネットワーク様協働開発

AI学習⽤レゴキット
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AI・⾃動運転を学ぶワークショップの様⼦
第⼀回「⾥⼭✕STEAM MINOKAMO2030 ラボ」 in 加茂農林⾼校



第⼀回「⾥⼭✕STEAM MINOKAMO2030 ラボ」 in 加茂農林⾼校

総括 分析から「みえたこと」・「わかったこと」

1

１

２

多くの⽣徒さんが⽇頃の学校の授業にしっかり取り組んでいることがわかった。
→マンダラシートやアンケートの回答、挙⼿式の質問。

新しい技術（今回の講座はAIを題材）への興味関⼼が⾼いことがわかった。
→新しいものを考えようという意識・意欲・創造性が随所にみられた。

３ サスティナビリティ、森林の多⾯的機能（参考資料１）を意識した回答は少なかった。
→森林保全活動が周辺や流域地域などにもたらす効果と価値への回答は少なかった。

現状の課題
への認識

新しい技術
への興味

⾼い

学びと社会と
のつながりの
意識

世の中の動き

低い学⽣の意識 ⽇々の学びを
社会の動きと
関わりの中で
考えること

その中で⾃分
らしさを発揮
しようとする
意識の向上

⽬指す姿



第⼀回「⾥⼭✕STEAM MINOKAMO2030 ラボ」 in 加茂農林⾼校

講座を通じて伝えたいメッセージ

2

SDGｓが⽬指すサステナブル（持続可能）な世界をリードする⼈材の育成が今後のグローバル環境に
おいて急務とされていきます。

Googleなど世界のトップ企業だけでなく⽇本においてもトヨタ⾃動⾞が１⽉に打ち出した
スマートシティ構想（WOVEN CITY）など、先端技術と⾃然環境との両⾯を理解し
創造⼒を発揮しながら、その知⾒をこれからの街づくりや地域づくりに活かす視点を持った⼈材は
時代のフロントランナーとしての活躍が期待されています。

農業を中⼼とした⾥⼭や街づくりはサスティナブルな仕組みそのものを学ぶことが出来ます。

⾥⼭STEAM in MINOKAMO2030は、豊かな⾥⼭を有する美濃加茂市を教室として、
世の中の先端技術をリードする企業を招き、そこにある課題と先端技術の「掛け合わせ」を
テーマとしてサスティナブルなあり⽅を⼤⼈と⼀緒に考え創造する場を提供します。

特に加茂農林⾼校森林科学科の学⽣さんに伝えたいメッセージ

「みんなが学んでいるものは、時代の最先端だ︕」



第⼀回「⾥⼭✕STEAM MINOKAMO2030 ラボ」 in 加茂農林⾼校

⾥⼭✕STEAMの仕組みとステークホルダー

3

学⽣

地域課題と先端技術のかけ合わせによる
グローバル⼈材としての扉を開く。
→時代のフロントランナーとして活躍。
⼤学進学・企業への就職・起業への扉を
開く。

⾏政

⾥⼭保全とそこにある地域課題の可視化。
市⺠への課題共有→具体的施策への適応。
地域との協働を⽬指す企業の誘致。

地元企業・組合・市⺠団体

地元へ企業や市⺠活動への関⼼の⾼まり
→地元への就職意欲の醸成

企業

社員・研究員の⼈材育成。
→地域との協働による持続可能な仕組み
の理解と研究開発への応⽤。
→スマートシティなど研究への基礎情報
およびデータの確保。
経営サイドにおけるESG経営、CSR/CSV
⾥⼭STEAM企業コンソーシアムへの参加
による企業間連携。

教師

社会と連携した講座の実施。
ラボを通じた企業や専⾨家とのネッ
トワーク構築による進路拡⼤機会を
増やす。
教師の専⾨性を活かすため外部リ
ソースを活⽤できる講座の構築。

農業・林業従事者

⼀次産業への関⼼と経済的可能性
（仕事の価値観の醸成）を⽰すことによる
担い⼿の育成。
→市⺠を巻き込んだ経済的議論の熟成。
→先端IT農林業への理解と普及。

訪⽇外国⼈ ⼤学・研究機関

カモケンラボが「地域づくり」を
⽥園社会イニシアティブが「⼈づくり」を

コンソーシアムの取りまとめ



題材「下草刈りルンバ」のアイデアを質問

10

第⼀回「⾥⼭✕STEAM MINOKAMO2030 ラボ」 in 加茂農林⾼校

課題認識・発⾒シートで森林保全の課題を考えた後、課題の⼀つである下草刈りを解決する「下草刈りルンバ」の
アイデアを農林課さんから⾼校⽣たちにプレゼン。ＡＩ・⾃動運転技術を前提にした「下草刈りルンバ」が何を識別し
どんな機能を有して⾃動⾛⾏するのかなどを質問した。積極的に⼿が挙がり、出てきたアイデアは会場を唸らせた。

⽊や草の「硬さ」で識別 「カメラ」で植物の種類を識別 「サーモグラフィを使って温度」で識別
⽊や草の中には⽔が通っているので冷たい。
その温度の変化をセンサーで感知する。

エンジンをつけて⾺⼒を出す
⼭の坂を登れるくらいの⾺⼒

⼤きいものがいい
森の中では動物とかに壊されるので

⼤きさは膝の⾼さ。
タイヤはキャタピラ式
てっぺんにカメラ、真正⾯と
横にサーモグラフィ装備

⼩さいけど⾺⼒が欲しい
農林課さん

13:55~14:05



マンダラアプリ（デジタルマンダラによる共創）



楢⽊ 隆彦

このプロジェクトのキーパーソン

Naraki Takahiko

田園社会イニシアティブ設立 代表取締役

一般社団法人グリーンカラープラネット 顧問

一般社団法人未来の大人応援プロジェクト 理事

合同会社カモケンラボ アドバイザー

ESD＋STEAM教育

鳥山明プロジェクト

美濃加茂プロジェクト
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ならき たかひこ

さん



マンガ教材を使って自分たちの地域の資源を知り考える



農 と⾷
本物と感動の体験を



いまとても⼤切な時間

美濃加茂の時間



「カモケンラボ」

が生まれた経緯














